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（0A）メディア解剖学の基本的関心
2020.4.22 - 5.6

（0B）ホモ・サピエンス
（0C）狩猟採集民と農耕民
（0D）黒い空、青々とした新緑
（0E）ピダハンの言語



2018芸術工学概論Ｂ現実と虚構を同一の地平で編み直す

芸術とは、 
「現実」の内部に「擬似現実」を紛れ込ませること

で、「現実」を変容させようとする試み

変容した現実



2 5 0 万年前
アフリカでホモ（ヒト）属が進化する。最初の石器。

2 0 0 万年前
人類がアフリカ大陸からユーラシア大陸へと拡がる。異
なる人類種が進化する。

5 0 万年前
ヨーロッパと中東でネアンデルタール人が進化する。

2 0 万年前
東アフリカでホモ・サピエンスが進化する。

3 万年前
ネアンデルタール人が絶滅する。

1 万年前
ホモ・フローレシエンシスが絶滅し、ホモ・サピエンス
が唯一の人類種となる。



4.5万年前・オーストラリア大陸へ初めて上陸

その後、数千年のうちに、大
型動物24のうち23が絶滅。

Diprotodon



1.6万年前・アメリカ大陸に住み着く。

その後、2000年以内に、北アメリカでは
大型哺乳類47属のうち34属を、南アメリ

カは60属中50属を失った。

オオナマケモノ
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ホモ・サピエンスの誕生

狩猟採集民

（1.2万年前）
農耕革命

（20万年前）

時間

（現在）

ホモ属の誕生
（約250万年前）

人類種の進化



今日、豊かな社会の人は、毎週平均して40～
45時間働き、発展途上国の人々は毎週60時
間、あるいは80時間も働くのに対して、今
日、カラハリ砂漠のような最も過酷な生息環
境で暮らす狩猟採集民でも、平均すると週に
35～40時間しか働かない。狩りは3日に1日
で、採集は毎日わずか3～6時間だ。通常、こ
れで集団が食べていかれる。

今日、中国の工員は朝の7時ごろに家を出
て、空気が汚れた道を通り、賃金が安く条件
の悪い工場に行き、来る日も来る日も、同じ
機械を同じ手順で動かす、退屈極まりない仕
事を延々10時間もかなし、夜の7時ごろに帰
宅し、食器を洗い、洗濯をする。3万年前、
中国の狩猟採集民は仲間たちと、たとえば朝
8時頃に野営地を離れたかもしれない。近く
の森や草地を歩き回り、キノコを摘み、食べ
物になる根を掘り出し、カエルを捕まえ、と
きおりトラから逃げた。午後早くには野営地
に戻って昼食を作る。そんな調子だから、噂
話をしたり、物語を語ったり、子供たちと遊
んだり、ただぶらぶらしたりする時間はたっ
ぷりある。（P71）

（中略）



農耕革命（1 .2万年前）

稲作の起源は紀元前10～紀元前3世紀？



単位面積当たりの収穫量の増加

集落人口の指数関数的増加

狩猟採集民を数で圧倒

最大で 
100人程度

1000人規模

農耕革命



（7万年前）
認知革命

ホモ・サピエンスの誕生

狩猟採集民

（1.2万年前）
農耕革命

（20万年前）

時間
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（1.2万年前）
農耕革命

（現在）
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農耕は人類に 
「集団としての繁栄」を 

もたらした

[21世紀]

70億



ヒトとともに大幅に数を増やした
大型哺乳動物は？
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農業革命と家畜化



農業革命と家畜化

ニューギニア北部の農耕民は、豚が逃げ出さない
ように、鼻先を削ぎ落とす。こうすると、ブタは
匂いを嗅ごうとするたびに、激しい痛みを覚え
る。ブタは匂いを嗅げないと食べ物を見つけられ
ないし、ろくに歩き回ることさえできないので、
鼻先を削ぎ落とされると、所有者の人間に完全に
頼るしかない。ニューギニアの別の地域では、行
き先が見えないように、ブタの目をえぐる習慣が
ある（P125）



人口密度・行動範囲の変化

狩猟採集民

農耕民
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小麦を栽培すれば、単位面積当たりの土地からは
るかに多くの食物が得られ、そのおかげでホモ・
サピエンスは指数関数的に数を増やせたのだ。野
生の植物を採集し、野生の動物を狩って食いつな
いでいた紀元前一万三千年ごろ、パレスティナの
エリコのオアシス周辺地域では、比較的健康で栄
養状態の良い人々およそ100人からなる放浪の集
団を１つ維持するのがせいぜいだった。ところ
が、紀元前8500年ごろ、野生の草が小麦粉に
とって代わられた時には、そのオアシスでは、
もっと大きいものの窮屈な、1000人規模の村が
やっていけた。ただし、人々は病気や栄養不良に
はるかに深刻に苦しんでいた。 
（P111）

１つの種の進化上の成功は、DNAの複製
の数によって測られる。DNAの複製が尽
き果てれば、その種は絶滅する。資金が
尽きた企業が倒産するのとまったく同じ
だ。ある種が多数のDNAの複製を誇って
いれば、それは成功であり、その種は繁
栄する。このような視点にたつと、1000
の複製は100の複製につねに勝る。こ
れ、すなわち以前より劣悪な条件下で
あってもより多くの人を生かしておく能
力こそが農業革命の真髄だ。

とはいえ、この進化上の算盤勘定など、
個々の人間の知ったことではないではな
いか。正気の人間がなぜわざわざ自分の
生活水準を落としてまで、ホモ・サピエ
ンスのゲノムの複製の数を増やそうとす
るのか？じつは、誰もそんな取引に合意
したわけではなかった。農業革命は罠
だったのだ。 
（P112）



 



定住、保存、所有、奴隷、急激な人口増加、、
人々は幸せになったのか？



かつて学者たちは、農業革命は人類にとって大躍進だった
と宣言していた。彼らは、人類の頭脳の力を原動力とする、
次のような進歩の物語を語った。進化により、しだいに知
能の高い人々が生み出された。そしてとうとう、人々はとて
も利口になり、自然の秘密を解読できたので、ヒツジを飼
い慣らし、小麦を栽培することができた。そして、そうでき
るようになるとたちまち、彼らは身にこたえ、危険で、簡
素なことの多い狩猟採集民の生活をいそいそと捨てて腰を
落ち着け、農耕民の愉快で満ち足りた暮らしを楽しんだ。

だが、この物語は夢想にすぎない。人々が時間とともに知能を高めたとい
う証拠は皆無だ。狩猟採集民は農業革命のはるか以前に、自然の秘密を
知っていた。なぜなら、自分たちが狩る動物や採集する植物についての深
い知識が生存がかかっていたからだ。農業革命は、安楽に暮らせる新しい
時代の到来を告げるにはほど遠く、農耕民は狩猟採集民よりも一般に困難
で、満足度の低い生活を余儀なくされた。狩猟採集民は、もっと刺激的で
多様な時間を送り、飢えや病気の危険が小さかった。人類は農業革命に
よって、手に入る食料の総量をたしかに増やすことはできたが、食料の増
加は、より良い食生活や、より長い余暇には結びつかなかった。むしろ、
人口爆発と飽食のエリート層の誕生につながった。平均的な農耕民は、平
均的な狩猟採集民よりも苦労して働いたのに、見返りに得られる食べ物は
劣っていた。農業革命は、史上最大の詐欺だったのだ。（p112）



農業革命は、 
史上最大の詐欺だったのだ。
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初期の農耕民は、祖先の狩猟採集民以上とは言わないまでも、彼らに劣らず暴
力的だった。農耕民のほうが所有物が多く、栽培のための土地も必要とした。
放牧に適した草地を近隣の人々に襲われて奪い取られれば、生存が脅かされ、
飢え死にしかねなかったので、妥協の余地はずっと少なかった。狩猟採集民の
生活集団が、自らより強力な集団に圧倒されたら、たいていよそへ移動でき
た。（中略）農村が強力な敵に脅かされた場合には、非難すれば畑も家も穀倉
も明け渡すことになった。（P110）

村落や部族以上の政治的枠組みを持たない単純な農耕社会では、暴力は全死因
の15%、男性の死因の25%を占めていたとする、人類学や考古学の研究が多数
ある。（中略）やがて、都市や王国、国家といった、より大きな社会的枠組み
の発達を通して、人類の暴力は押さえ込まれた。（P111）



所有概念や、 
自他の区別（プライバシー） 

のような観念は、 
農業革命以降の環境によって 
新たに設えられたもの.  



狩猟採集民にとっての所有



http://sozoplatform.org/shuryo-art/



現代の狩猟採集民の特徴



トリンギット（カナダの先住民）

http://sozoplatform.org/shuryo-art/



ヤノマミの出産

出産後数時間以内に、 
「人間として迎えるか、精霊として天に返すか」 

を母親が決める…



トリンギット（カナダの先住民）

http://sozoplatform.org/shuryo-art/





所有

責任

プライバシー

自己 / 他者

現実（表層）

潜在空間（深層）

現実
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1898年のマレー島における 
原住民の視覚調査（リヴァース）



黒（go lego l e）

白（kakekakek）

赤（mamamamam）

go le

mam
p86 「言語が違えば、世界も違ってみえるえわけ 」

黄（bambam）



黒い空

黒い海



黒い空

黒い海

マレー島の老人たちがどうして平気な顔で、空と海の鮮や
かな青さを「黒い（golegole）」と言えるのか、リヴァー
スにはわからなかった。この行動は「青の色が、私たちの
見ているより輝きのない暗い色に見えているとも考えない
限り、ほとんど説明不能に思えた」（前掲書, p.88）



原住民は色の識別感度が 
文明人よりも弱いのか？



思考実験



シニイ ゴリュボイ

ブルー

ロシア語

英語



アメリカ人は、 
この二色の識別能力がわるい？

ライトなブルーダークなブルー



すっぱい



どんな味？

グレープフルーツのように酸っぱい



私たちは、桃という特定の対象物から離れて、桃の味
を抽象的に語る必要を感じない。同様に、彼らも魚や
鳥や木の葉という特定の対象物から離れて、抽象的に
魚や鳥や木の葉の色を語る必要を感じていない。私た
ちが特定の果物から離れて抽象的に味を語るときは、
「甘い」と「 酸っぱい」のような漠然とした対語に頼
る。（中略）彼らも広い範囲の色について「黒い」を
使って変と思わず、「木の葉のように黒い」「サンゴ
礁の向こうの海のように黒い」といって平然としてい
る。（前掲書, p.97）



各種の原住民に対する現地調査によれば、 
種族は違っても色覚は不変であるということ、 
および、ここから暗に導かれることとして、 
現代にいたる数千年間、色覚は一定していたことが
明らかとなっている。



文明社会における色の細分化
は、人工物・印刷物と関連す
る文化的影響によるもの. 


